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～Road to the Future～
東 京 六 本 木 ロ ー タ リ ー・ク ラ ブ 会 長

　国際ロータリー・クラブ会長

『地域を育み、大陸をつなぐ』

『未来を見据えて』

～Building Communities 
　　　　　　　　-- Bridging Continents～

東京六本木ロータリー・クラブ

発行日　2010年12月6日
第254号　　　

　2010-2011年度　No. 19

クラブからのお知らせ　［１１月２９日例会］クラブからのお知らせ　［１１月２９日例会］

本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム本日のプログラム

● 会長
例会出席率が最近低下しております。お声掛けをして出席をお願い致します。

以前よりお願いしておりました例会場用のパソコンをグランドハイアット東京より頂くことになりました。

大橋さん、小笠原さん誠にありがとうございます。

北朝鮮の砲撃事件など日本国の立場を再確認し、ロータリーの四つのテストにあるようにみんなに公平かどうか、真実

かどうかを確認して対応していかなければならないと思います。

● 幹事
ケニアナイトへ参加の報告

ニューオリンズ国際大会のご報告

　２０１１年５月２２日（日）～２５日（水）

笄小学校萱野校長より１１月２６日山本一力先生ご講演の御礼

年次総会のお知らせ（１２月６日）

　新入会員（今村さん）の入会式を予定しております。　

JICA国際協力隊資金援助を目的とするカレンダー購入のお願い

● 親睦活動委員会
Ｘ’mas夜間例会のお知らせ

　１２月２０日１８時受付、１８時半開会

　グランドハイアット東京２Ｆコリアンダー

  ※１２月１０日までに出欠の返信をお願い致します。

平成２２年１２月６日

ファッション・エッセイスト

フランソワーズ・モレシャン  様

卓話　 日本のおかげで・・・Part蠡

パリ、モンパルナス生まれ。１９５８年初来日。
NHK「楽しいフランス語」初代女性講師など
を務める。７４年にシャネル美容部長として再
来日。以後、ファッション・アドバイザーとして
活躍。ファッションだけではなく、インテリア、 
テーブルセッティングのコ－ディネイト、宝石

のデザインなどもてがける。
現在は東京と金沢を往復し、金沢で「もれしゃ
ん塾」を主宰。
２００４年、フランス政府より国家への功績とし
て最高の名誉であるレジオン・ドヌール勲章
の叙勲を受ける。

ゲストからのInformationゲストからのInformation

２７５０地区RYLA委員会森家芳江委員長
９月１８日～２０日に開催された第７回RYLA
セミナーに、六本木RCより鈴木敬太さん・
橋本翔太さんを参加させて頂きありがとう
ございました。
是非例会にお呼びしてお話を聞く機会をお
願い致します。

広尾RC主催のケニアナイトに
参加してきました



東京六本木ロータリー・クラブ

平成２２年１１月２２日

左　官

久住　有生  様

　ご紹介いただいた久住有生です。左官屋の
三代目です。本当は左官の仕事はすごく嫌いだっ
たんですけれど、高３の夏休みに1人でスペイ
ンやイタリアを旅したとき、いろんな石の建
築とかガウディの建築を見て感動し、それで
この道に入りました。３０代に入るまで、ひた
すらお茶室とか土蔵とかの伝統的な仕事をやっ
ていたんですけど、このままじゃいけないと思っ
ていろんな建築家の人と交流したり、海外に
出て勉強するようになりました。
　僕ら左官職人が一番技術を使う所は、やっ
ぱり数寄屋造りとかお茶室です。関西、特に
京都には沢山あって、まず竹を編んで土を塗
る作業から始まります。お茶室というのは繊
細に見せるために柱とか梁がすごく細く作ら
れていて、下地をしっかり作らないと１００年、
２００年持たないので、僕ら左官屋とか大工さん
がすごく工夫して作ります。普通に住宅の壁
を塗る場合は大体１～２週間で終わるんです
けれども、伝統的な土壁の場合は小さなもの
でも１年、２年かかります。土もただ塗るだ
けでなく、わらを入れてその繊維が残るよう
にして壁に薄く何回も何回も塗っていきます。
横から自然光が射すようなところでは土の肌
の表情がすごく変わるので、本当に息を止め
て壁を仕上げていきます。使う道具も普通の
住宅だとせいぜい１０種類くらいですけど、お
茶室をやるときは２００～３００種類の道具を使い
ます。全ての道具がオーダーメイドで自分の
手に合うように作ったものです。なぜお茶室
が特別かというと、建具屋さん、畳屋さん、
大工さん、職人のだれもが主役にならないよ

うに引き際を作ると
いうか、脇役になる
ように作るところに
あると思います。
　１０年ぐらい前から、
左官の技術を生かし
てオブジェを作ったり、
新しい建築に壁をデ
ザインしたりするよ
うになりました。そういうものを作る時、僕
らいろいろ土のサンプル、色のサンプルを作っ
て、その現場に合うように壁を作りますが、
それが結構大事なことで、今の左官屋さんは
なかなか自分たちでいろんな表情とか形を作
ることができなくなっています。最近、店舗
やマンションや学校のエントランスなどで土
が使われるようになったことは、僕らにとっ
てすごくうれしいことです。
　海外ではフランスの建築学科の学生たちに
教えたり、ヨーロッパの左官職人とか土のアー
ティストと交流しています。カッパドキアと
いう場所では、風とか雨が土や岩を削って隆
起と浸食を繰り返し、地面を作っていくさま
を見ました。自分たちがお茶室を作るとき、
１００年、２００年もつのは当たり前と誇りに思っ
ていたんですけど、実はそういう土も自然は
数千万年、数億年かけて作っていて、僕らは
その長い間かかって作られた土を、ほんの一
瞬借りて１００年、２００年の間壁にして、それが
また土に帰っていくんだなというようなこと
を考えさせられました。
　ありがとうございました。

卓話　 土の表情 ー左官を通じてー 
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12月は家族月間です

（Family Month）

１９９５－９６年度ハーバート・ブラウン会長は、世界平和は地域、家族から始まるとの考えを

表明しました。そして１９９５年１１月のＲＩ理事会において、 ２月の第２週を「家族週間」と指

定することになりましたが、２００３年７月の同理事会において、２００３－０４年度ジョナサン・

マジィアベ会長が、家族の重要性を主眼にしたことを称え、１２月を「家族月間」と指定し

ました。これに伴って「家族週間」は廃止されました。

（ロータリージャパン　ホームページより）

　１２月はロータリーの家族月間です。
　もともとは２月の第２週を「家族週間」としていましたが、２００３年以
来これが拡大され「家族月間」となりました。
　以前にも増して、家族の重要性がフォーカスされたわけです。
　家族という最小単位のしっかりとした絆がより広い意味での友愛の基
礎になるということでしょうか。
 「ロータリーの友」１２月号にはそんな家族の「絆」の話が紹介されてい
ます。
　ロータリアンそれぞれのファミリーもありますが、ロータリー・ファ
ミリーの友情・結束も忘れられません。
　ロータリー・ファミリーとはメンバーとその家族、そしてメンバーの
他にローターアクター、インターアクター、青少年交換学生、ロータリ
アンの遺族の方々、そしてロータリーの目標と理念の推進に向けて私た
ちと協同で活動してくださる方々で、皆がファミリー の一員です。
　１２月はクリスマスがあり家族のリユニオンの月ですが、世界中に広が
るロータリーの「絆」と「縁」について思いを馳せる月でもあります。

ロータリー情報委員会
委員長　河野　拓
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東京六本木ロータリー・クラブ

会長  篠塚　博　　 幹事  山口　富久　　　　　  片岡　雅敦　　　　　  渡辺　美智子広報・週報
委 員 長

広報・週報
副委員長 

ニコニコBOX情報

２０,０００円
１,４００,０００円

１１月２９日

合　計
累　計

山口　富久さん
大橋様、小笠原様パソコンのご寄付ありがと
うございます。

山中　隹弘さん
笄小学校の山本一力さんの講演感動しました。

森　佳子さん
先週末から新しい展覧会「小谷元彦」展がは
じまりました。身体感覚をゆさぶられるような、
力の入った展覧会です。又皆様ご案内致し
ますのでぜひご参加下さい。

安井　悦子さん
２０１１年のグレイス卓上カレンダーをBOXに
お入れしました。ご活用頂けたらうれしいです！

石上　和敬さん
いつもお世話になります。
今後とも宜しくお願い致します。

渡邉　滋さん
もう秋も暮れですね。
「次の間に人のぬくみや暮の秋」

山上樹実雄

齊藤　千穂さん
もうすぐ師走になります。今年もあっとい
う間に一年が過ぎ去ってゆきます。私事で
すが１２/２３にクリスマスコンサートで歌い
ます。

小竹　直隆さん
本日のクラブ協議会で、江戸城再建の話を
させて頂くことになりました。皆さま、どう
ぞよろしく。

１１月２９日の例会出席率（暫定）１１月２９日の例会出席率（暫定）

会員の例会出席者数 ２９名

会員の例会出席率  ６２%

ゲストの参加者数  ２名

本日のプログラム本日のプログラム

 ※ メーキャップを含めていない暫定の人数です。

次回のプログラム

平成２２年１２月１３日

駐日英国大使館　大使

ディビッド・ウォレン 様

１９５２年生まれ。
オックスフォード大学エクセター・カレッジ（英文学専攻）卒業

２００８年７月 駐日英国大使
２００４-２００７年 英国外務省　人事部長
２０００-２００４年 英国貿易投資総省（UKTI）ディレクター
１９９８-２０００年 英国外務省　中国香港部長
１９９３-１９９８年 駐日英国大使館　商務参事官
１９９１-１９９３年 英国内閣府　科学技術庁国際部長
１９９０-１９９１年 英国外務省　極東部　副部長
１９８７-１９９０年 駐ケニア英国大使館　政治課長
１９８３-１９８６年 英国外務省　欧州共同体部
１９８１-１９８３年 英国外務省　人事政策部　採用課長
１９７６-１９８１年 日本語研修を経て、駐日英国大使館
 経済部二等書記官、後に一等書記官
１９７５-１９７６年 英国外務省　東南アジア部
１９７５年 英国外務省入省

卓話　 日英関係


